
 

 

１ 「まちづくり」 

 
世間から注目されるまちづくりは、外見がよくてウケがいいものだと思う。私たち

は、まちづくりというのは住んでいる市民一人一人がまちに関心を持ち、中から沸き

上がってまちに浸透していくようなものでもあると考える。 
 私たちのグループは、まちづくりと言ってまちおこし的なイベントをする前に、住

んでいる人たちがどのようにまちに興味を持ち、関わっていくかに焦点を当てたいと

考えた。「まちづきあい」と言っても良いかもしれない。まちに住んでいる以上まち

とつきあっていく必要があり、市民がまちに歩み寄ることでそのつきあいは始まる。 
 

２ 提言について 

 

市民がまちとつきあっていくうえで必要な能力やセンスを育成するためのアクテ

ィビティ集を提案する。ワークショップのテキストとして活用できるようにし、市内

にある市民センターやまちづくり協議会、自治会などといったところで行われるまち

づくりワークショップで、アクティビティを実施する。施設の職員や地区の代表者な

どがファシリテーターとなり、このテキストを利用して市民にまちづきあいの意識を

浸透させていく。 
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３［要旨］ 

 
 
 
 
 

 

 

報告書を作成 

ファシリテーターとなる人が中心と

なってアクティビティを実施 

アクティビティ集を市内のコミュニテ

ィセンターや各自治体などに配布 

まちづくりワークショップアクティビティ集の発行 

自分が心地よいと感じられる場所

を見つけることができる 

生活の中にアートというスパイ

スが加わり、こだわりを持って

生活しようとする 

まちを見るためのセンスや

能力を身につける 

一人一人がまちに愛着を持って、自

分たちの住むまちをより快適に住

みやすく暮らしやすく変えていこ

うとする 

趣味や興味の対象が一緒の仲間を

見つけることができる 

まちへのアプローチの方法を

見つけ、まちづきあいをする 

まちの中の見過ごされている価値を

見出すことができる 

提言 

市民の変化 

見守る、待つ 

 


